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小児てんかん発作の頻度と気圧変動の統計的相関を調べる研究（中間報告）

研究者 鳥取大学医学部附属病院 脳神経小児科 助教 荒井 勇人

〔研究の概要〕

てんかんは溺水や眼外傷といった大事故に繋がる危険があり、発作発生の予測ができれば危険回避に役立つ

と考えられる。気圧・気象の変動が、てんかん発作を増加させることが近年の研究で成人てんかん患者において

は明らかにされているが、小児てんかん患者における研究にはない。我々は、小児てんかん患者は成人以上に

気圧・気象の変動と発作の出現が相関していると予想しており、小児のてんかん発作と気象・気候の関連性を明

らかにするために、多施設共同前向き疫学調査を行う。また、既知のリスク要因を含めた気象・気候の関連につ

いての詳細な分析も行い、小児のてんかん発作の単位時間内発生率の高精度の予測モデルを開発することを

目標とする。

〔研究経過および成果〕

本研究は患者の記録情報をもとに解析するため、

患者が必要項目を記録しやすいよう、専用発作手帳

を作成した。

専用手帳には、記入例や記入手順のガイダンスを載

せ、参加患者に配慮した。

その後、令和 年 月に協力病院との間でオンラ

インによるスタートアップミーティングを行い、令和

年 月 日から患者リクルートメントおよびデータの収

集を開始した。本研究の協力病院は、鳥取県立中央

病院、鳥取県立厚生病院、島根県立中央病院

東部島根医療福祉センター、西部島根医療福祉セ

ンター、津山中央病院、和歌山県立医科大学附属病

院、山口大学医学部附属病院、広島市立舟入市民

病院、京都大学医学部附属病院、ベルランド総合病

院、日本赤十字社 和歌山医療センター、公立豊岡

病院の全 病院であった。

本研究は、発作低頻度群 グループ と発作高

頻度群 グループ の つに分けた。グループ は

年間の追跡 か月ごとに手帳回収、合計 クール 、

グループ は か月間の追跡であった。 年 月

日現在、グループ は全部で約 症例、グルー

プ は約 症例のリクルートが出来ており、順次手

帳をゆうパックで協力病院から回収している。

気圧・気象との関連は気象庁 のデータを参考に

する。手作業ですると非常に大変であるため、株式会

社ケイズの協力を得て本研究専用に気象情報抽出

プログラムを作成した。その後、鳥取大学ダイバーシ

ティセンターの協力のもと技術補佐員を雇い、本プロ

グラミングシステムを利用して、回収できた手帳情報

から気象情報の抽出作業を現在行ってもらっている。

年 月までにはグループ のデータ回収が終

了し、 年 月までにグループ のデータ回収が
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終了する予定である。データ回収が早めに終了する

グループ については 年中に論文化できると

考えている。

また、助成期間の間に研究代表者はこどものてん

かん・障害児医療に関連する研究を精力的に行い、

本の論文を投稿した。そのなかでも下記発表論文

の

は、小児期発症の難治性て

んかんの将来の就職予後に関わる因子について検

討した研究であり、タイ バンコク で 年 月に開

催された

の

に選ばれた。

引き続き、本研究についても論文化を目指して愚

直に取り組むつもりである。

〔発表論文〕令和 年 月～現在
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